




















はじめに 

 昭和 43 年以来、西日本一帯に多数の患者が発生した PCB 中毒症、(いわゆる「カネミ油

症」)はすでに 14 年以上を経過した現在もなお、診断、治療、及び次世代への健康影響等

未解決の問題をかかえている。 

 長崎県では、長崎市、五島列島に多数の PCB汚染油摂取者が居住しており、油症と認定

されている者は、昭和 58 年 2 月現在 707 名にものぼっている。 

 これらの油症患者の中には、汚染油の経口摂取ではなく、母乳又は経胎盤により発生し

た者も相当数認められ、また汚染油摂取の母親の母乳中にもかなり高濃度の PCQが含まれ、

その児に移行していることが推測された。 

 また、油症児は非特異的な症状や虚弱傾向を訴える者が多く、健常児に比較してダニな

どの環境抗原に対する抗体産生機能の障害や歯牙萌出異常及び歯牙発育異常が高率に認め

られている。 

 我々は、PCB の人体影響を明らかにし、今後の母子健康管理の資とするため、長崎県五

島列島玉之浦地区の児童、生徒を対象に肺機能及び遅延型過敏皮膚反応の測定により易疾

患性との関連の追求、自己抗体、とくに抗 DNA抗体及び血清免疫複合体の測定による自己

抗体産生機構への影響、口腔検診及び歯列弓模型測定による歯牙及び歯列弓の発育状態を

調べ、また、汚染油を摂取した母親からその児へのPCB、PCQ の移行について調査を行い、

油症との関係について検討したので次のとおり報告する。 


